
 

明日１２月１６日は、偉大
い だ い

な、音楽家
おんがくか

ベートーベンの誕生
たんじょう

日
び

です。 

年末
ねんまつ

になるとベートーベンが作
つく

った

「第九
だ い く

」をたくさんの人
ひと

が歌
うた

います。

一度
い ち ど

は聞
き

いたことがあるのではないで

しょうか。 

ベートーベンは小
ちい

さい頃
ころ

から音楽
おんがく

の勉強
べんきょう

をしていました。

しかも、両親
りょうしん

が働
はたら

けなかったので、仕事
し ご と

もしていたのです。

つらい毎日
まいにち

でした。そんなベートーベンに、先生
せんせい

がこんなこ

とを話
はな

します。「広
ひろ

く心
こころ

を開
あ

けておくんだ。多
おお

くの美
うつく

しいも

のに気
き

づき感動
かんどう

するために」。それからベートーベンは、「つ

らい」と考
かんが

えるのをやめて、美
うつく

しいものを歌
うた

にしたいと、

音楽
おんがく

の勉強
べんきょう

に打
う

ち込
こ

んだ、という話が、５年生の道徳
どうとく

の

教科書
きょうかしょ

にも載
の

っています。 

もしベートーベンの「第九
だ い く

」を聴
き

く機会
き か い

があったら、「心
こころ

を広
ひろ

く開
あ

けて」聴
き

いてみて下
くだ

さい。美
うつく

しいかどうかに気
き

づく

のは、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

しだいだと思
おも

います。 

                    村越 新 
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